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Ⅵ-1 説明書 

Ⅵ-1-1 各発電用原子炉施設に共通の説明書 

Ⅵ-1-1-5 設備別記載事項の設定根拠に関する説明書 

Ⅵ-1-1-5-7 設備別記載事項の設定根拠に関する説明書（原子炉格納施設） 

 

 

Ⅵ-6 図面 

8.3.2 原子炉格納容器安全設備 

8.3.2.3 格納容器代替スプレイ系 

・第 8-3-2-3-1-1図 原子炉格納容器安全設備に係る機器の配置を明示した図面（格納

容器代替スプレイ系）（その１） 

・第 8-3-2-3-1-2図 原子炉格納容器安全設備に係る機器の配置を明示した図面（格納

容器代替スプレイ系）（その２） 

・第 8-3-2-3-1-3図 原子炉格納容器安全設備に係る機器の配置を明示した図面（格納

容器代替スプレイ系）（その３） 

・第 8-3-2-3-1-4図 原子炉格納容器安全設備に係る機器の配置を明示した図面（格納

容器代替スプレイ系）（その４） 

・第 8-3-2-3-1-5図 原子炉格納容器安全設備に係る機器の配置を明示した図面（格納

容器代替スプレイ系）（その５） 

・第 8-3-2-3-2-1図 原子炉格納容器安全設備に係る主配管の配置を明示した図面（格

納容器代替スプレイ系）（その１） 

・第 8-3-2-3-2-2図 原子炉格納容器安全設備に係る主配管の配置を明示した図面（格

納容器代替スプレイ系）（その２） 

・第 8-3-2-3-2-3図 原子炉格納容器安全設備に係る主配管の配置を明示した図面（格

納容器代替スプレイ系）（その３） 

・第 8-3-2-3-2-4図 原子炉格納容器安全設備に係る主配管の配置を明示した図面（格

納容器代替スプレイ系）（その４） 

・第 8-3-2-3-2-5図 原子炉格納容器安全設備に係る主配管の配置を明示した図面（格

納容器代替スプレイ系）（その５） 

・第 8-3-2-3-2-6図 原子炉格納容器安全設備に係る主配管の配置を明示した図面（格

納容器代替スプレイ系）（その６） 

・第 8-3-2-3-3-1図 原子炉格納容器安全設備系統図（格納容器代替スプレイ系）（そ

の１）（重大事故等対処設備） 

・第 8-3-2-3-3-2図 原子炉格納容器安全設備系統図（格納容器代替スプレイ系）（そ

の２）（重大事故等対処設備） 

・第 8-3-2-3-3-3図 原子炉格納容器安全設備系統図（格納容器代替スプレイ系）（そ



の３）（重大事故等対処設備） 

・第 8-3-2-3-3-4図 原子炉格納容器安全設備系統図（格納容器代替スプレイ系）（そ

の４）（重大事故等対処設備） 

・第 8-3-2-3-3-5図 原子炉格納容器安全設備系統図（格納容器代替スプレイ系）（そ

の５）（重大事故等対処設備） 
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4.5.2 格納容器代替スプレイ系 

名 称 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南） 

～ 

A-格納容器代替スプレイライン合流部

最 高 使 用 圧 力 MPa 2.45／3.92 

最 高 使 用 温 度 ℃ 66／185 

外 径 mm 114.3／76.3 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（南）から A-格納容器代替スプレイラ

イン合流部までを接続する配管であり，重大事故等対処設備として，外部水源を大量送水車によ

り原子炉格納容器にスプレイするために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ１，Ｐ２，最高使用温度の設定根拠をＴ１，Ｔ２， 

外径の設定根拠をＤ１，Ｄ２として以下に示す。 

格納容器代替スプレイ系主配管の設計仕様を表 4.5.2－1 格納容器代替スプレイ系主配管 

の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ１：2.45MPa

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，重大事故等時における大量送水

車の最高使用圧力 MPaを上回る圧力とし，2.45MPaとする。 

  Ｐ２：3.92MPa 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，重大事故等時における残留熱除

去系主配管「A-格納容器代替スプレイライン合流部」の使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ１：66℃

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，大量送水車の使用温度 ℃を上

回る温度とし，66℃とする。 

Ｔ２：185℃ 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における残留熱除

去系主配管「A-格納容器代替スプレイライン合流部」の使用温度に合わせ，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，水源から供給される水は淡水又は

海水であるため，エロージョン，圧力損失・施工性等を考慮し，先行プラントの配管実績に

基づいた標準流速を目安に選定し，114.3mm，76.3mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ１ 114.3 6.0 100 0.00822 ＊1

Ｄ２ 76.3 7.0 65 0.00305 ＊1 ＊2

注記＊1：重大事故等時における原子炉格納容器への必要スプレイ流量 

  ＊2：当該配管は，内部流体が水の場合の配管内最高流速（炭素鋼で  m/s）を下回るた

め問題ない。 
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名 称 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（西） 

～ 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（屋内）

ライン合流部

最 高 使 用 圧 力 MPa 2.45 

最 高 使 用 温 度 ℃ 66 

外 径 mm 114.3 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（西）から格納容器代替スプレイ系

（可搬型）接続口（屋内）ライン合流部までを接続する配管であり，重大事故等対処設備とし

て，外部水源を大量送水車により原子炉格納容器にスプレイするために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ１，最高使用温度の設定根拠をＴ１，外径の設定根拠

をＤ１として以下に示す。 

格納容器代替スプレイ系主配管の設計仕様を表 4.5.2－1 格納容器代替スプレイ系主配管の

設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ１：2.45MPa

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，重大事故等時における大量送水

車の最高使用圧力 MPaを上回る圧力とし，2.45MPaとする。 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ１：66℃

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，大量送水車の使用温度 ℃を上

回る温度とし，66℃とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，水源から供給される水は淡水又は

海水であるため，エロージョン，圧力損失・施工性等を考慮し，先行プラントの配管実績に

基づいた標準流速を目安に選定し，114.3mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ１ 114.3 6.0 100 0.00822 ＊

注記＊：重大事故等時における原子炉格納容器への必要スプレイ流量 
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名 称 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（屋内）

ライン合流部

～ 

残留熱代替除去系スプレイライン合流部 

最 高 使 用 圧 力 MPa 2.45／3.92 

最 高 使 用 温 度 ℃ 66／185 

外 径 mm 114.3 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（屋内）ライン合流部から残留熱代替

除去系スプレイライン合流部までを接続する配管であり，重大事故等対処設備として，外部水

源を大量送水車により原子炉格納容器にスプレイするために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ１，Ｐ２，最高使用温度の設定根拠をＴ１，Ｔ２， 

外径の設定根拠をＤ１として以下に示す。 

格納容器代替スプレイ系主配管の設計仕様を表 4.5.2－1 格納容器代替スプレイ系主配管 

の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ１：2.45MPa

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，重大事故等時における大量送水

車の最高使用圧力 MPaを上回る圧力とし，2.45MPaとする。 

  Ｐ２：3.92MPa 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，重大事故等時における残留熱除

去系主配管「B-格納容器代替スプレイライン合流部」の使用圧力に合わせ，3.92MPaとする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ１：66℃

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，大量送水車の使用温度 ℃を上

回る温度とし，66℃とする。 

Ｔ２：185℃ 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における残留熱除

去系主配管「B-格納容器代替スプレイライン合流部」の使用温度に合わせ，185℃とする。 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，水源から供給される水は淡水又は

海水であるため，エロージョン，圧力損失・施工性等を考慮し，先行プラントの配管実績に

基づいた標準流速を目安に選定し，114.3mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ１ 114.3 6.0 100 0.00822 ＊

注記＊：重大事故等時における原子炉格納容器への必要スプレイ流量 
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名 称 

残留熱代替除去系スプレイライン合流部 

～ 

B-格納容器代替スプレイライン合流部 

最 高 使 用 圧 力 MPa 3.92 

最 高 使 用 温 度 ℃ 185 

外     径 mm 114.3／76.3 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，残留熱代替除去系スプレイライン合流部からB-格納容器代替スプレイライン合

流部までを接続する配管であり，重大事故等対処設備として，外部水源を大量送水車により原

子炉格納容器にスプレイするために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ２，最高使用温度の設定根拠をＴ２，外径の

設定根拠をＤ１，Ｄ２として以下に示す。 

格納容器代替スプレイ系主配管の設計仕様を表 4.5.2－1 格納容器代替スプレイ系

主配管の設計仕様表に示す。 

 

1. 最高使用圧力の設定根拠 

Ｐ２：3.92MPa 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，重大事故等時における残

留熱除去系主配管「B-格納容器代替スプレイライン合流部」の使用圧力に合わせ，

3.92MPa とする。 

 

2. 最高使用温度の設定根拠 

Ｔ２：185℃ 

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，重大事故等時における残留熱除

去系主配管「B-格納容器代替スプレイライン合流部」の使用温度に合わせ，185℃とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，水源から供給される水は淡水又

は海水であるため，エロージョン，圧力損失・施工性等を考慮し，先行プラントの配管実

績に基づいた標準流速を目安に選定し，114.3mm，76.3mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ１ 114.3 6.0 100 0.00822 ＊1

Ｄ２ 76.3 7.0 65 0.00305 ＊1 ＊2

注記＊1：重大事故等時における原子炉格納容器への必要スプレイ流量 

＊2：当該配管は，内部流体が水の場合の配管内最高流速（炭素鋼で m/s）を下回るた

め問題ない。 
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名 称 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（屋内） 

～ 

格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（屋

内）ライン合流部 

最 高 使 用 圧 力 MPa 2.45 

最 高 使 用 温 度 ℃ 66 

外 径 mm 114.3 

【設 定 根 拠】 

（概 要） 

本主配管は，格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（屋内）から格納容器代替スプレイ系

（可搬型）接続口（屋内）ライン合流部までを接続する配管であり，重大事故等対処設備とし

て，外部水源を大量送水車により原子炉格納容器にスプレイするために設置する。 

本主配管の最高使用圧力の設定根拠をＰ１，最高使用温度の設定根拠をＴ１，外径の

設定根拠をＤ１として以下に示す。 

格納容器代替スプレイ系主配管の設計仕様を表 4.5.2－1 格納容器代替スプレイ系

主配管の設計仕様表に示す。 

1. 最高使用圧力の設定根拠

Ｐ１：2.45MPa

本主配管を重大事故等時において使用する場合の圧力は，重大事故等時における大量送水

車の最高使用圧力 MPaを上回る圧力とし，2.45MPaとする。 

2. 最高使用温度の設定根拠

Ｔ１：66℃

本主配管を重大事故等時において使用する場合の温度は，大量送水車の使用温度 ℃を上

回る温度とし，66℃とする。 
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【設 定 根 拠】（続き） 

3. 外径の設定根拠

(1) 配管

本配管を重大事故等時において使用する場合の外径は，水源から供給される水は淡水又

は海水であるため，エロージョン，圧力損失・施工性等を考慮し，先行プラントの配管実

績に基づいた標準流速を目安に選定し，114.3mmとする。 

項目 

根拠 

外径 厚さ 呼び径 流路面積 流量 流速 標準流速 

(mm) (mm) (A) (m2) (m3/h) (m/s) (m/s) 

Ｄ１ 114.3 6.0 100 0.00822 ＊

注記＊：重大事故等時における原子炉格納容器への必要スプレイ流量 
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表 4.5.2－ 1 格納容器代替スプレイ系主配管の設計仕様表（その 1）

注記＊：重大事故等時における使用時の値 

名 称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

設定値 根拠 設定値 根拠 設定値 根拠 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系

格納容器代替スプレイ系

（可搬型）接続口（南） 

～ 

A-格納容器代替スプレイラ

イン合流部

2.45＊ Ｐ１ 66＊ Ｔ１ 

165.2 

/114.3 
― 

114.3 ― 

114.3 Ｄ１ 

3.92＊ Ｐ２ 185＊ Ｔ２ 

114.3 Ｄ１ 

114.3 ― 

114.3 

/－ 

/114.3 

― 

114.3 

/76.3 
― 

76.3 Ｄ２ 

格納容器代替スプレイ系

（可搬型）接続口（西） 

～ 

格納容器代替スプレイ系

（可搬型）接続口（屋内）

ライン合流部

2.45＊ Ｐ１ 66＊ Ｔ１ 

165.2 

/114.3 
― 

114.3 Ｄ１ 

114.3 ― 

格納容器代替スプレイ系

（可搬型）接続口（屋内）

ライン合流部

～ 

残留熱代替除去系スプレイ

ライン合流部

2.45＊ Ｐ１ 66＊ Ｔ１ 

114.3 

/114.3 

/114.3 

― 

114.3 Ｄ１ 

114.3 ― 

3.92＊ Ｐ２ 185＊ Ｔ２ 

114.3 

/114.3 

/－ 

― 

114.3 Ｄ１ 

114.3 ― 
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表 4.5.2－ 1 格納容器代替スプレイ系主配管の設計仕様表（その 2）

注記＊：重大事故等時における使用時の値 

名 称 

最高使用圧力 

(MPa) 

最高使用温度 

(℃) 

外 径 

(mm) 

設定値 根拠 設定値 根拠 設定値 根拠 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系

残留熱代替除去系スプレイ

ライン合流部

～ 

B-格納容器代替スプレイラ

イン合流部
3.92＊ Ｐ２ 185＊ Ｔ２ 

114.3 

/114.3 

/114.3 

― 

114.3 Ｄ１ 

114.3 ― 

114.3 

/76.3 
― 

76.3 Ｄ２ 

格納容器代替スプレイ系

（可搬型）接続口（屋内） 

～ 

格納容器代替スプレイ系

（可搬型）接続口（屋内）

ライン合流部

2.45＊ Ｐ１ 66＊ Ｔ１ 

165.2 

/114.3 
― 

114.3 Ｄ１ 

114.3 ― 



名
称

3130

工事計画認可申請 第8-3-2-3-1-1図

島根原子力発電所　第２号機

原子炉格納容器安全設備に係る
機器の配置を明示した図面

（格納容器代替スプレイ系）（その１）

中　国　電　力　株　式　会　社

保管場所一覧
　①　第１保管エリア　屋外 EL約 50000mm
　②　第２保管エリア　屋外 EL約 44000mm
　③　第３保管エリア　屋外 EL約 13000mm～33000mm
　④　第４保管エリア　屋外 EL約18500mm

保管場所条件（大量送水車）
予備を含めた5個を①に1個，②に1個，③に1個及び④に2
個保管する。

保管場所条件（可搬型ストレーナ）
予備を含めた5個を②に2個，③に2個及び④に1個保管す
る。

注記＊：下記設備は，大量送水車の附属機器である。
　　　　　 附属機器は，「機器本体」と同一取付箇所である。
　　　　 　大量送水車付燃料タンク

②

①

③

④

原子炉建物

タービン建物

：保管場所

：取付箇所

低圧原子炉代替注水槽

（屋外 EL 14700mm ）

格納容器代替スプレイ系

（可搬型）接続口（南）

（屋外 EL 15300mm ）

格納容器代替スプレイ系

（可搬型）接続口（西）

（屋外 EL 15000mm ）
２号取水槽

（屋外 EL 8800mm ）

輪谷貯水槽（西１）

輪谷貯水槽（西２）

（屋外 EL 44900mm ）

（屋外 EL 53200mm ）

名　　　称 大量送水車入口ライン取水用10mホース

保管場所
予備を含めた7本を②に3本，③に3本及び④に1本保
管する。

取付箇所

屋外 EL約 53200mm  輪谷貯水槽(西１）又は輪谷貯
水槽(西２)上部　～  大量送水車
屋外 EL約 53200mm 輪谷貯水槽(西１）又は輪谷貯
水槽(西２)上部　～　屋外 EL約 44900mm 輪谷貯水
槽近傍 大量送水車

名　　　称 大量送水車＊

保管場所 保管場所一覧及び保管場所条件参照

取付箇所

屋外 EL約 8500mm ２号取水槽近傍及びタービン建
物近傍
屋外 EL約 15000mm 原子炉建物近傍
屋外 EL約 44900mm 輪谷貯水槽近傍
屋外 EL約 53200mm 輪谷貯水槽(西１）又は 輪谷貯
水槽(西２)上部

名　　　称 可搬型ストレーナ

保管場所 保管場所一覧及び保管場所条件参照

取付箇所

屋外 EL約 8500mm ２号取水槽近傍
屋外 EL約 44900mm 輪谷貯水槽近傍
屋外 EL約 53200mm 輪谷貯水槽(西１）又は輪谷貯
水槽(西２)上部

名　　　称 大量送水車出口ライン送水用20m，5m，2m，1mホース

保管場所
予備を含めた28本を①に2本，②に10本，③に10本及び④に6
本保管する。

取付箇所

屋外 EL約 53200mm 輪谷貯水槽(西１），輪谷貯水槽(西２)上
部又は屋外 EL約 44900mm 輪谷貯水槽近傍 大量送水車
～　屋外 EL約 15000mm 格納容器代替スプレイ系（可搬型）
接続口（西），屋外 EL約 15300mm 格納容器代替スプレイ系
（可搬型）接続口（南），屋外 EL約 8800mm タービン建物大物
搬入口又は屋外 EL約 14700mm 低圧原子炉代替注水槽

屋外 EL約 8500mm ２号取水槽近傍 大量送水車　～　屋外
EL約 8500mm タービン建物近傍 大量送水車又は屋外 EL約
15000mm 原子炉建物近傍 大量送水車　～　屋外 EL約
15000mm 格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（西），屋
外 EL約 15300mm 格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口
（南），屋外 EL約 8800mm タービン建物大物搬入口又は屋外
EL約 14700mm 低圧原子炉代替注水槽

屋外 EL約 8500mm ２号取水槽近傍 大量送水車　～　屋外
EL約 53200mm 輪谷貯水槽(西１)又は輪谷貯水槽（西２)

名　　　称 大量送水車出口ライン送水用50m，10m，5m，1mホース

保管場所
予備を含めた116本を①に43本，②に13本，③に13本及び④
に47本保管する。

取付箇所

屋外 EL約 53200mm 輪谷貯水槽(西１），輪谷貯水槽(西２)上
部又は屋外 EL約 44900mm 輪谷貯水槽近傍 大量送水車
～　屋外 EL約 15000mm 格納容器代替スプレイ系（可搬型）
接続口（西），屋外 EL約 15300mm 格納容器代替スプレイ系
（可搬型）接続口（南），屋外 EL約 8800mm タービン建物大物
搬入口又は屋外 EL約 14700mm 低圧原子炉代替注水槽

屋外 EL約 8500mm ２号取水槽近傍 大量送水車　～　屋外
EL約 8500mm タービン建物近傍 大量送水車又は屋外 EL約
15000mm 原子炉建物近傍 大量送水車　～　屋外 EL約
15000mm 格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口（西），屋
外 EL約 15300mm 格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口
（南），屋外 EL約 8800mm タービン建物大物搬入口又は屋外
EL約 14700mm 低圧原子炉代替注水槽

屋外 EL約 8500mm ２号取水槽近傍 大量送水車　～　屋外
EL約 53200mm 輪谷貯水槽(西１)又は輪谷貯水槽（西２)

名　　　称 大量送水車入口ライン取水用10mホース

保管場所 予備を含めた3本を①に1本及び④に2本保管する。

取付箇所
屋外 EL約 8800mm ２号取水槽

～
大量送水車入口ライン取水用10m吸水管

名　　　称 大量送水車入口ライン取水用10m吸水管

保管場所 予備を含めた5本を①に2本及び④に3本保管する。

取付箇所
大量送水車入口ライン取水用10mホース

～
屋外 EL約 8500mm ２号取水槽近傍 大量送水車



名
称

1827

工事計画認可申請

島根原子力発電所　第２号機

中　国　電　力　株　式　会　社

原子炉格納容器安全設備に係る
機器の配置を明示した図面

（格納容器代替スプレイ系）（その２）

第8-3-2-3-1-2図

： 取付箇所

保管場所一覧
① 第１保管エリア　屋外 EL約 50000mm
② 第２保管エリア　屋外 EL約 44000mm
③ 第３保管エリア　屋外 EL約 13000mm～33000mm
④ 第４保管エリア　屋外 EL約 8500mm

名　　　称 大量送水車出口ライン送水用10mホース

保管場所 予備を含めた61本を①に30本及び④に31本保管する。

取付箇所

屋外 EL約 8800mm タービン建物大物搬入口
～

屋内 EL約 15300mm 格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口
（屋内）



名
称

1827

工事計画認可申請

島根原子力発電所　第２号機

中　国　電　力　株　式　会　社

原子炉格納容器安全設備に係る
機器の配置を明示した図面

（格納容器代替スプレイ系）（その３）

第8-3-2-3-1-3図

： 取付箇所

保管場所一覧
① 第１保管エリア　屋外 EL約 50000mm
② 第２保管エリア　屋外 EL約 44000mm
③ 第３保管エリア　屋外 EL約 13000mm～33000mm
④ 第４保管エリア　屋外 EL約 8500mm

名　　　称 大量送水車出口ライン送水用10mホース

保管場所 予備を含めた61本を①に30本及び④に31本保管する。

取付箇所

屋外 EL約 8800mm タービン建物大物搬入口
～

屋内 EL約 15300mm 格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続口
（屋内）
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EL8600
EL9770

EL9500

名
称

PN

中　国　電　力　株　式　会　社

島根原子力発電所　第２号機

工事計画認可申請

 RV222-1A

原子炉格納容器安全設備に係る機器の配置

を明示した図面（格納容器代替スプレイ系）

（その４）

第8-3-2-3-1-4図

1914



PN

中　国　電　力　株　式　会　社

名
称

島根原子力発電所　第２号機

工事計画認可申請

EL250

EL250

E
L2
60
0

EL2800

EL2800

E
L2
80
0

EL2800

EL2600

E
L2
80
0

E
L2
80
0

E
L2
80
0

E
L2
80
0

EL250

EL250

EL-4800

低圧原子炉代替注水ポンプ

低圧原子炉代替注水槽 原子炉格納容器安全設備に係る機器の配置

を明示した図面（格納容器代替スプレイ系）

（その５）

第8-3-2-3-1-5図

1914















S2 補 8-3-2-3-2-1～6 R0 

 

1
 

第 8-3-2-3-2-1～6図 原子炉格納容器安全設備に係る主配管の配置を明示した図面（格納容器代替スプレイ系） 別紙 1 

工事計画抜粋 

変 更 前 変 更 後 

NO.＊5 
名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

 

(㎜) 

厚 さ 

 

(㎜) 

材 料 名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外  径＊1 

 

(㎜) 

厚  さ＊1 

 

(㎜) 

材 料 

― 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系 

格納容器代替スプレイ

系（可搬型）接続口（南）

～ 

A-格納容器代替スプレ

イライン合流部 

2.45＊2 66＊2 

165.2 

/114.3 

7.1 

/6.0 
SUS304TP 1 

114.3＊3 6.0＊3 SUS304TP＊3 2 

114.3 6.0 SUS304TP 3 

3.92＊2 185＊2 

114.3 6.0 SUS304TP 4 

114.3＊3 6.0＊3 SUS304TP＊3 5 

114.3 

/－ 

/114.3 

6.0 

/－ 

/6.0 

SUS304TP 6 

114.3 

/76.3 

6.0 

/5.2 
SUS304TP 7 

76.3 7.0 STPT410 8 

  



S2 補 8-3-2-3-2-1～6 R0 

 

2
 

変 更 前 変 更 後 

NO.＊5 
名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

 

(㎜) 

厚 さ 

 

(㎜) 

材 料 名 称 

最高使用

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外  径＊1 

 

(㎜) 

厚   さ＊1 

 

(㎜) 

材 料 

― 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系 

格納容器代替スプレイ

系（可搬型）接続口（西） 

～ 

格納容器代替スプレイ

系（可搬型）接続口（屋

内）ライン合流部 

2.45＊2 66＊2 

165.2 

/114.3 

7.1 

/6.0 
SUS304TP 9 

114.3 6.0 SUS304TP 10 

114.3＊3 6.0＊3 SUS304TP＊3 11 

格納容器代替スプレイ

系（可搬型）接続口（屋

内）ライン合流部 

～ 

残留熱代替除去系スプ

レイライン合流部 

2.45＊2 66＊2 

114.3 

/114.3 

/114.3 

6.0 

/6.0 

/6.0 

SUS304TP 12 

114.3 6.0 SUS304TP 13 

114.3＊3 6.0＊3 SUS304TP＊3 14 

3.92＊2 185＊2 

114.3 

/114.3 

/－ 

6.0 

/6.0 

/－ 

SUS304TP 15 

114.3 6.0 SUS304TP 16 

114.3＊3 6.0＊3 SUS304TP＊3 17 

 
  



S2 補 8-3-2-3-2-1～6 R0E 

 

3
 

 
  

変 更 前 変 更 後 

NO.＊5 
名 称 

最高使用 

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外 径 

 

(㎜) 

厚 さ 

 

(㎜) 

材 料 名 称 

最高使用

圧 力 

(MPa) 

最高使用 

温 度 

(℃) 

外  径＊1 

 

(㎜) 

厚   さ＊1 

 

(㎜) 

材 料 

― 

格
納
容
器
代
替
ス
プ
レ
イ
系 

残留熱代替除去系スプ

レイライン合流部 

～ 

B-格納容器代替スプレ

イライン合流部＊4 
3.92＊2 185＊2 

114.3 

/114.3 

/114.3 

6.0 

/6.0 

/6.0 

SUS304TP 18 

114.3 6.0 SUS304TP 19 

114.3＊3 6.0＊3 SUS304TP＊3 20 

114.3 

/76.3 

6.0 

/5.2 
SUS304TP 21 

76.3 7.0 STPT410 22 

格納容器代替スプレイ

系（可搬型）接続口（屋

内） 

～ 

格納容器代替スプレイ

系（可搬型）接続口（屋

内）ライン合流部 

2.45＊2 66＊2 

165.2 

/114.3 

7.1 

/6.0 
SUS304TP 23 

114.3 6.0 SUS304TP 24 

114.3＊3 6.0＊3 SUS304TP＊3 25 

注記＊1：公称値を示す。 
＊2：重大事故等時における使用時の値 
＊3：エルボを示す。 
＊4：圧力低減設備その他の安全設備の原子炉格納容器安全設備（残留熱代替除去系）と兼用 

＊5：原子炉格納容器安全設備に係る主配管の配置を明示した図面（格納容器代替スプレイ系）に記載の四角内番号を示す。 

 



1 

第 8-3-2-3-2-1～6図 原子炉格納容器安全設備に係る主配管の配置を明示した図面（格納容器代替

スプレイ系） 別紙 2

工事計画記載の公称値の許容範囲 

［格納容器代替スプレイ系の主配管］ 

管ＮＯ.1＊ - 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 165.2 
＋2.4mm 

－1.6mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 7.1 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管ＮＯ.2＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 114.3 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ 6.0 
％ 

－12.5％ 

【プラス側公差】 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

【マイナス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

管ＮＯ.2＊ - 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 114.3 ±1.6mm ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 6.0 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管ＮＯ.3＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 114.3 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

厚さ 6.0 
％ 

－12.5％ 

【プラス側公差】 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

【マイナス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ３４５９による材料公差 

S2
 補

 8
-3
-2
-3

-2
-1
～

6 
R0
 



2 

工事計画記載の公称値の許容範囲（続き） 

［格納容器代替スプレイ系の主配管（続き）］ 

管ＮＯ.3＊ - 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 114.3 ±1.6mm ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 6.0 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管ＮＯ.4＊ - 管継手 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 76.3 
＋1.6mm 

－0.8mm 
ＪＩＳ Ｂ ２３１２による材料公差 

厚さ 5.2 
＋規定しない 

－12.5％ 
同上 

管ＮＯ.5＊ 

主要寸法 

(mm) 
許容範囲 根 拠 

外径 76.3 ±1％ ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

厚さ 7.0 
％ 

－12.5％ 

【プラス側公差】 

製造能力，製造実績を考慮したメーカ基準 

【マイナス側公差】 

ＪＩＳ Ｇ ３４５６による材料公差 

注：主要寸法は，工事計画記載の公称値 

注記＊：管の基本板厚計算書のＮＯ.を示す。 

S2
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名
称

3120

工事計画認可申請

島根原子力発電所　第２号機

中　国　電　力　株　式　会　社

原子炉格納容器安全設備系統図
（格納容器代替スプレイ系）（その１）

（重大事故等対処設備）

第8-3-2-3-3-1図

大量送水車

大量送水車出口ライン送水用20mホース

輪谷貯水槽（西１）又は（西２）

大量送水車

大量送水車入口ライン取水用10mホース

大量送水車入口ライン取水用10m吸水管

燃料プール

 

  
屋外 原子炉建物

可搬型スプレイノズル

燃料プールスプレイ系より

可搬型ストレーナ

大量送水車入口ライン取水用10mホース

：原子炉格納容器安全設備（格納容器代替スプレイ系）

（当該系統のうち重大事故等対処設備の申請範囲）

：使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備（燃料プールスプレイ系）（兼用範囲）

：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧原子炉代替注水系）（兼用範囲）

：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（水の供給設備）（兼用範囲）

：原子炉格納容器安全設備（ペデスタル代替注水系） （兼用範囲）

：原子炉格納容器安全設備（低圧原子炉代替注水系）（兼用範囲）

大量送水車出口ライン送水用50m，10m，5m，1mホース

大量送水車出口ライン送水用20m，5m，2m，1mホース

大量送水車出口ライン送水用50m，10m，5m，1mホース

大量送水車出口ライン送水用20m，5m，2m，1mホース

大量送水車出口ライン送水用50m，10m，5m，1mホース

大量送水車出口ライン送水用20m，5m，2m，1mホース

海

（原子炉建物南側扉又は機器搬出入口）

屋外 原子炉建物

大量送水車出口ライン送水用10mホース

低圧原子炉代替注水系（その２）

低圧原子炉代替注水槽へ

燃料プールスプレイ系へ

燃料プールスプレイ系（その２）

燃料プールスプレイ系（常設スプレイヘッダ）

接続口（南）又は（西）へ

低圧原子炉代替注水系（その２）

低圧原子炉代替注水系（可搬型）

接続口（南）又は（西）へ

ペデスタル代替注水系（その２）

ペデスタル代替注水系（可搬型）

接続口（南）又は（西）へ

格納容器代替スプレイ系（その２）

格納容器代替スプレイ系（可搬型）

接続口（南）又は（西）へ

低圧原子炉代替注水系（その２）

低圧原子炉代替注水系（可搬型）

接続口（屋内）へ

ペデスタル代替注水系（その２）

ペデスタル代替注水系（可搬型）

接続口（屋内）へ

格納容器代替スプレイ系（その２）

格納容器代替スプレイ系（可搬型）

接続口（屋内）へ



名
称

3120

工事計画認可申請

島根原子力発電所　第２号機

中　国　電　力　株　式　会　社

原子炉格納容器安全設備系統図
（格納容器代替スプレイ系）（その２）

（重大事故等対処設備）

第8-3-2-3-3-2図

大量送水車

大量送水車出口ライン送水用20mホース

大量送水車

大量送水車入口ライン取水用10mホース

大量送水車入口ライン取水用10m吸水管

燃料プール

 

  
屋外 原子炉建物

可搬型スプレイノズル

燃料プールスプレイ系より

：原子炉格納容器安全設備（格納容器代替スプレイ系）

（当該系統のうち重大事故等対処設備の申請範囲）

：使用済燃料貯蔵槽冷却浄化設備（燃料プールスプレイ系）（兼用範囲）

：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（低圧原子炉代替注水系）（兼用範囲）

：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（水の供給設備）（兼用範囲）

：原子炉格納容器安全設備（ペデスタル代替注水系） （兼用範囲）

：原子炉格納容器安全設備（低圧原子炉代替注水系）（兼用範囲）

可搬型ストレーナ

大量送水車出口ライン送水用50m，10m，5m，1mホース

大量送水車出口ライン送水用20m，5m，2m，1mホース

大量送水車出口ライン送水用50m，10m，5m，1mホース

大量送水車出口ライン送水用20m，5m，2m，1mホース

大量送水車出口ライン送水用50m，10m，5m，1mホース

大量送水車出口ライン送水用20m，5m，2m，1mホース

海

（原子炉建物南側扉又は機器搬出入口）

屋外 原子炉建物

大量送水車出口ライン送水用10mホース

低圧原子炉代替注水系（その２）

低圧原子炉代替注水槽へ

燃料プールスプレイ系へ

燃料プールスプレイ系（その２）

燃料プールスプレイ系（常設スプレイヘッダ）

接続口（南）又は（西）へ

低圧原子炉代替注水系（その２）

低圧原子炉代替注水系（可搬型）

接続口（南）又は（西）へ

ペデスタル代替注水系（その２）

ペデスタル代替注水系（可搬型）

接続口（南）又は（西）へ

格納容器代替スプレイ系（その２）

格納容器代替スプレイ系（可搬型）

接続口（南）又は（西）へ

低圧原子炉代替注水系（その２）

低圧原子炉代替注水系（可搬型）

接続口（屋内）へ

ペデスタル代替注水系（その２）

ペデスタル代替注水系（可搬型）

接続口（屋内）へ

格納容器代替スプレイ系（その２）

格納容器代替スプレイ系（可搬型）

接続口（屋内）へ



100A 

接続部仕様

接式：結合金具

呼び径： 150A I 格納容器代替スプレイ
（可搬型）接続口（南）

〉格納容酎澤スプレイ系（その1)より〉］
•,,,.

� 

100A 

A一残留熱除去系

熟交換器より *4 

「
---< B—繹饂去系より▲2 < 

1 残留熱代替除去系スプレイライン合流部

占

B 一残留熱除去系

熱交換器より▲1 

B ー格納容器代替スブレイライン合流部

接続部仕様

接：結合金具

呼び径： 150A I 格納容器代替スプレイ
（可）接続口（西）

〉格納容尉澤スプレイ系（その1)より〉d/tl.

� 

100A 

voo
 

格納容器代替スプレイ系
（可）接続口（屋内）

〉格納容器代替スブレイ系（その1)よリ〉］

格納容器代替スプレイ系（可搬型）接続ロ
（屋内）ライン合流部

1 . 関連シ ー ト

*4: 原子炉格納容器安全設備系統函

（格納容器代替スプレイ系）（その4)

2. 関連系統図

▲ 1 : 残留熟除去設備系統図（残留熱除去系）（その4)

▲ 2: 原子炉格納容器安全設備系統図（残留熱代替除去系）（その1)

3. 枝管仕様表説明

100A 

ー：原子炉格納容器安全設備（格納容器代替スプレイ系）

（当該系統のうち重大事故等対処設備の申請範囲）

ー：残留熱除去設備（残留熱除去系）（兼用範囲）

ー：原子炉格納容器安全設備（原子炉格納容器スプレイ設備

（残留熱除去系（格納容器冷却モ ー ド）））（兼用範囲）

ー：原子炉格納容器安全設備（ペデスタル代替注水系）（兼用範囲）

ー：原子炉格納容器安全設備（残留熱代替除去系）（兼用範囲）

ー：原子炉格納施設（原子炉格納容器）

名

称

工事計画誇可申請

島根原子力発電所 第2号機

s l®IH IG N2-005-986 1928 

1第8-3-2-3-3-3図

原子炉格納容器安全設備系統図
（格納容器代替スプレイ系） （その3)

（重大奉故等対処設備）

中 国 電 力株式会社



原子炉格納容器

低子炉代替注水ポンブ
注水ライン合流部

低圧原子炉代替注ノ人系（可搬型）
接口（西）注水ライン合流部

A 一残留熟除去系
熱交換器よリ *4 

--

� 

200A 

A一低圧原子炉代替注水ポンブ

0
低圧原子炉代替注水槽

\f
O
O
l
 

\1
0
5
 N
 

低圧原子炉代替注水系（可搬型）
接続口（南）

〉畔和暉n;11, (その1)よリ〉］

" 150A 

50A 

0
+ 50A 

低圧原子炉代替
注水ポンプ格納

�
- - 「ii I 

守和夏物
低圧原子炉代替注水系（可搬型）
接続口（西）ライン合流部

低圧原子炉代甚注ぷ系（可搬型）
接続口（屋内）

〉呻和呻和（その1)より〉］

150A 

低圧原子炉代藝注水系（可搬型）
接口（西）

〉年知霙7J<;1i, (その1)より〉］

"150A 

召
低圧原子炉代替
注水ポンプ出口
ライン合流部

�

�

� 環物

——
《
j
閻
〖

\1
0
0
 

100A 

I 
低圧原子炉代替注水系（可搬型）
接続口（屋内）ライン合流部

一：原子炉格納容器安全設備（格納容器代替スプレイ系）
（当該系統のうち重大事故等対処設備の申請範囲）

：非常用炉1凶斜祖設備その他原子炉注水設備（低圧原子炉代替注水系） （兼用範囲）

一：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（残留熱除去系） （兼用範囲）

一：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備（水の供給設備） （兼用範囲）

一：原子炉格納容器安全設備（ペデスタル代替注水系） （兼用範囲）

一：原子炉格納容器安全設備（残留熱代替除去系） （兼用範囲）

一：原子炉格納容器安全設備（低圧原子炉代替注水系） （兼用範囲）

：原子炉格納施設（原子炉格納容器）

：原子炉本体（原子炉圧力容器）

v
o
o

 

1. 関連シ ー ト

*4: 原子炉格納容器安全設備系統図
（格納容器代替スプレイ系） （その4)

2. 関連系統図

▲ 1 : 残留熱除去設備系統図
（残留熱除去系） （その4)

3. 枝管仕様表説明

工事計画認可申請

名

称

島根原子力発電所 第2号機

（重大事故等対処設備）

中 国 電力株式会社

1s l@IH IG I I N2-006-188 I I 1 82ム

4第8-3-2-3-3-  図

原子炉格納容器安全設備系統図
（格納容器代替スプレイ系） （その4)



＼
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100A 
↓

＄
塁
笛
州

〉

L_〉サンプリング系へ〉

ドレン移送系
ト ーラス水受入
タンクへ

原子炉圧力容器
ヘッドスプレイライン ざ
分岐部 足

二冷却ライン分岐部

格納容器代替スプレイ系より

可燃性ガス濃度制御系へ

Aーサプレッションプール
冷却ライン分岐部

Aー残留熱除去系熱交換器バイパスライン分岐部

\1
0
9
£
 

34. 0 
4 5 ． 

STPT42 

Aーサプレッション
チェンバスプレイ
ライン分岐部

低圧原子炉代替注水系より

ニー
低圧原子炉代替注水ポンプ
注水ライン合流部

100A 

塁 サプレッション250A 
チェンバ

Aーサプレッション
60 5 チェンバ内放出管

5 5 
［） 114 3 

［） 114 3 
6. 0 

' M STPT42 
I 
I 
I 
L-<ドレン移送系より〈

原子炉闊離時冷却系より＜
I 

• 

I 
I 
I 
I 

Aー残留熱除去系 I I 

|且
熟交換器 I 

I 
I 

__ _J 

200A 

原子炉再循環系へ

残留熱除去系（その4)へ

〉低圧炉心スプレイ系より )-----t>、

\1
0
0
 

100A 

V222-10※ 

一
I 

こ
―

�1-1 〈 ドレン移送系へ〈ー

RHRフラッシング用サンプタンク

残留熱除去系（その4)より

一：原子炉格納容器安全設備（格納容器代替スプレイ系）

（当該系統のうち重大車故等対処設備の申請範囲）

一：残留熱除去設備（残留熱除去）（兼用範囲）

：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（低圧原子炉代替注水系）（兼用範囲）

ー：非常用炉心冷却設備その他原子炉注水設備

（残留熱除去系）（兼用範囲）

一：原子炉格納容器安全設備（原子炉格納容器スプレイ設備

（残留熱除去系（格納容器冷却モード）））（兼用範囲）

：原子炉格納容器安全設備

（ペデスタル代替注水系）（兼用範囲）

一：原子炉格納容器安全設備

（残留熱代替除去系）（兼用範囲）

一：原子炉格納容器安全設備

（低圧原子炉代替注水系）（兼用範囲）

ー：原子炉格納施設（原子炉格納容器）

一：原子炉本体（原子炉圧力容器）

1. 関連シ ー ト

*2: 原子炉格納容器安全設備系統図

（格納容器代替スプレイ系）（その2)

*3: 原子炉格納容器安全設備系統図

（格納容器代替スプレイ系）（その3)

2. 枝管仕様表説明

濯
3. ※識別のために弁番号を付番する

4. 0 SA主要弁、安全弁及び逃がし弁

---< 洗浄水（復水輸送系） 〈

114 3 ． 

6 0 ． 

STPT410 

工事計画認可申謂

島根原子力発電所 第2号機

名

称 （重大事故等対処設備）

中国電力株式会社
SI① I H I G N2-006-197 

1第8-3-2-3-3-5図

５

原子炉格納容器安全設備系統図

（格納容器代替スプレイ系） （その )




